
今回訪れた場所

五社神社・諏訪神社五社神社・諏訪神社
中区利町 302-5

（遠鉄バス「教育文化会館」バス停また
は「伝馬町」バス停から徒歩およそ4分。
およそ 80 台分の無料駐車場あり）

▲ 手水鉢

【お詫びと訂正】広報はままつ 2023（令和 5）年 10 月号に掲載した第 5 回の記事に誤りがありました。
（誤）家康公の第二子於

お ぎ ま る
義丸　（正）家康公の次男於

お ぎ ま る
義丸　お詫びして訂正いたします。

▲ 切石
鳥居の周辺や社殿の横で見ら
れます
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＼アクション／＼アクション／

身近なことから始めよう！
脱炭素アクションカーボンニュートラルへの挑戦 第7回

カーボンニュートラル推進事業本部（☎ 457-2502）

脱 炭素アクションとは、地球温暖化防止のため、身近なことから始められるCO2 削減を目指した行動のことです。
日頃のちょっとした工夫で、環境や財布にも優しい脱炭素アクション。あなたも始めてみませんか。

・食事を食べきる
・飲食店などで余った食品をイン 
  ターネットなどを使ってお得に購入
・食べきれない量を買わない、作ら
  ない、おすそ分けする

温暖化対策アプリ クルポ de 脱炭素！

・電車、バスなどを利用する
・自転車、徒歩で移動する

食料の流通過程（生産・運搬・販
売）や廃棄時（運搬・焼却など）
におけるエネルギーの削減に !

食ロスをなくそう！ サステナブルファッション公共交通を利用

・今持っている服を長く大切に着る
・古着回収スポットやリユースショップ
 などに着なくなった衣服を持ち込む

＼アクション／

公共交通機関を積極的に利
用することで、自家用車か
らのCO2 排出を抑えること
ができます。

衣服の製造には、さまざまな資源
が必要です。購入した衣類を長く
大切に着ることも、立派な脱炭素
アクションの一つです。

STEP1 アプリをダウンロード
STEP2 脱炭素アクションをしよう
STEP3 その場でQRコードを読み取っ

てポイントをゲット!
STEP4 30 ポイント貯まったら、抽選に参加♪

県内のポイントスポット（公共交通機関の駅やクルポ協力
店など）で上記のような脱炭素アクションを実践すると、
ポイントを貯めることができます。貯めたポイントで「商
品券、食事券」などが当たる抽選に参加してみませんか。

クルポ

 年間9,000円 節約￥

さらに

 年間 27,000 円 節約               年間12,000円 節約  ￥ ￥

一人一人のちょっとした工夫により、地球温暖化を防止しましょう！

※「脱炭素につながる新しい豊かな暮ら
しの10年後」関連資料参照
※サステナブルファッションについては
衣類購入枚数を年平均の18枚から9枚に
抑えた場合（1枚3,000円とする）で計算
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